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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第67期
第２四半期
連結累計期間

第68期
第２四半期
連結累計期間

第67期

会計期間
自　2022年４月１日
至　2022年９月30日

自　2023年４月１日
至　2023年９月30日

自　2022年４月１日
至　2023年３月31日

売上高 （百万円） 24,977 22,580 52,205

経常利益 （百万円） 1,707 800 2,427

親会社株主に帰属する

四半期（当期）純利益
（百万円） 1,259 565 1,835

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 3,515 2,398 3,601

純資産額 （百万円） 40,201 41,505 39,663

総資産額 （百万円） 74,027 81,523 77,645

１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 64.56 29.19 94.13

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
（円） 63.18 28.53 92.07

自己資本比率 （％） 53.6 50.5 50.7

営業活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △3,267 △5,021 △4,155

投資活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △1,032 △1,489 △1,572

財務活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） 2,184 4,323 6,127

現金及び現金同等物の

四半期末（期末）残高
（百万円） 9,030 9,383 11,301

 

回次
第67期
第２四半期
連結会計期間

第68期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　2022年７月１日
至　2022年９月30日

自　2023年７月１日
至　2023年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 23.06 3.59

（注）当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の子会社）において営まれている事業の内容に

ついて、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日において判断したものであります。

 

(1）経営成績の分析

　当第２四半期連結累計期間における世界経済は、ウクライナ情勢の長期化による資源、材料価格の高騰や世界的

な金融引締め等から不安定な状況が継続しております。わが国経済におきましては、個人消費の持ち直しとインバ

ウンド需要の回復により緩やかな回復基調にありますが、行き過ぎた円安、エネルギー価格、物価の高止まり等、

先行きは不透明な状況で推移いたしました。

　当社グループが属する射出成形機業界におきましては、国内および海外での設備需要が低迷であったことおよび

材料価格、エネルギー価格の上昇等から厳しい経営環境が継続しております。

　このような状況の中、当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、前期からの受注残の積み上りや円安に

よる効果がありましたが、当社グループの主力である射出成形機の需要が低調だったこと等から売上高合計は225

億８千万円（前年同四半期比9.6％減）となりました。製品別売上高につきましては、射出成形機売上高が162億６

千５百万円（前年同四半期比15.1％減）、金型等売上高は10億４千５百万円（同0.7％減）と減少しましたが、周

辺機器売上高は11億９千万円（同31.0％増）、部品売上高は40億７千８百万円（同5.7％増）となりました。

　利益面につきましては、営業利益は７億７千３百万円（前年同四半期比51.7％減）となりました。また経常利益

は８億円（前年同四半期比53.1％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は５億６千５百万円（同55.1％減）と

なりました。

 

　セグメントの状況は、以下のとおりです。

①　日本

　急激な円安の進行による物価高、原材料高等により設備投資意欲が低下したこと等から、売上高（外部売上

高）は75億４千万円（前年同四半期比2.2％減）、セグメント利益は４億１千万円（同76.3％減）となりまし

た。

②　欧米地域

　米国での射出成形機需要が低調だったこと等から、売上高（外部売上高）は103億１千１百万円（前年同四半

期比14.6％減）、セグメント利益は４千８百万円（同87.0％減）となりました。

③　アジア地域

　中国で自動車関連向けを中心に需要があったものの全体として需要が低調であったこと等から、売上高（外部

売上高）は47億２千７百万円（前年同四半期比9.0％減）、セグメント利益は１億６千８百万円（同139.8％増）

となりました。
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(2）財政状態の分析

　当第２四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ38億７千７百万円増加し、815億２

千３百万円となりました。主たる増加要因は、商品及び製品の増加44億１千万円および仕掛品の増加13億８千７百

万円であり、主たる減少要因は、受取手形、売掛金及び契約資産の減少20億３千１百万円および現金及び預金の減

少19億１千８百万円であります。

　負債合計は、前連結会計年度末に比べ20億３千６百万円増加し、400億１千７百万円となりました。主たる増加

要因は短期借入金の増加65億９千４百万円であり、主たる減少要因は、支払手形及び買掛金の減少22億８百万円お

よび長期借入金の減少10億１千５百万円であります。

　純資産合計は、前連結会計年末に比べ18億４千１百万円増加し、415億５百万円となりました。

 

(3）キャッシュ・フローの分析

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、△50億２千１百万円（前年同四半期

実績は△32億６千７百万円）となりました。このうち、キャッシュ・インの主たる要因は、税金等調整前四半期純

利益９億５千３百万円であり、キャッシュ・アウトの主たる要因は、棚卸資産の増加39億７千１百万円および仕入

債務の減少29億８百万円であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、△14億８千９百万円（前年同四半期

実績は△10億３千２百万円）となりました。このうち、キャッシュ・アウトの主たる要因は、有形固定資産の取得

による支出13億８千４百万円および無形固定資産の取得による支出１億６千３百万円であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、43億２千３百万円（前年同四半期実

績は21億８千４百万円）となりました。このうち、キャッシュ・インの主たる要因は、短期借入金の純増額63億３

千４百万円であり、キャッシュ・アウトの主たる要因は、長期借入金の返済による支出13億５千２百万円および自

己株式取得による支出３億４百万円ならびに配当金の支払額２億９千２百万円であります。

　これらの結果、当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物は、前第２四半期連結累計期間末に比

べ３億５千２百万円増加し93億８千３百万円となりました。

 

(4）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間における研究開発費の総額は、２億３千８百万円であります。

　なお、当第２四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 54,000,000

計 54,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2023年９月30日）

提出日現在発行数（株）
　（2023年11月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 22,272,000 22,272,000

東京証券取引所

（プライム市場）

名古屋証券取引所

（プレミア市場）

単元株式数　100株

計 22,272,000 22,272,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

決議年月日 2023年６月23日

付与対象者の区分及び人数
取締役（監査等委員である取締役及び社外取締役を除く）

７名

新株予約権の数（個）※ 440（注1）

新株予約権の目的となる株式の種類、内容及び数（株）※ 普通株式 44,000（注2）

新株予約権の行使時の払込金額（円）※ 1株当たり1円

新株予約権の行使期間※ 2023年７月11日～2058年７月10日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行

価格及び資本組入額（円）※

発行価額 982

資本組入額 492

新株予約権の行使の条件※ （注3）

新株予約権の譲渡に関する事項※
譲渡による新株予約権の取得については、当社取締役会の

決議による承認を要するものとする。

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項※ （注4）

※　新株予約権証券の発行時（2023年７月10日）における内容を記載しております。

（注）１．新株予約権１個につき目的となる株式数 100株

２．新株予約権の目的となる株式の数

当社が、新株予約権の割当日後、当社普通株式につき、株式分割、株式併合を行う場合、次の算式により付与株式

数を調整するものとする。ただし、かかる調整は、新株予約権のうち、当該時点で行使されていない新株予約権に

ついて行われ、調整の結果生じる１株未満の端数については、これを切り捨てるものとする。

　調整後付与株式＝調整前付与株式×株式分割・株式併合の比率

調整後付与株式は、株式分割の場合は、当該株式分割の基準日の翌日以降、株式併合の場合は、その効力の発生日

以降、これを適用する。ただし、剰余金の額を減少して資本金又は準備金を増加する議案が当社株主総会において

承認されることを条件として株式分割が行われる場合で、当該株主総会の終結の日以前の日を株式分割のための基

準日とする場合は、調整後付与株式数は、当該株主総会の終結の日の翌日以降これを適用する。

３．新株予約権の行使の条件

 ① 新株予約権者は、当社の取締役の地位を喪失した日の翌日から10日間以内（10日目が休日に当たる場合には翌

　　営業日）に限り、新株予約権を行使することができる。

 ② 上記①にかかわらず、当社が消滅会社となる合併契約承認の議案、当社が分割会社となる分割契約若しくは分

　　割契約承認の議案、当社が完全子会社となる株式交換契約若しくは株式移転計画承認の議案につき、当社株主

　　総会で承認された場合（株主総会決議が不要の場合は、当社取締役会決議または会社法第416条第４項の規定
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　　に従い委任された執行役の決定がなされた場合）、当該承認日の翌日から30日間に限り新株予約権を行使でき

　　るものとする。

　　ただし、４に定める組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項に従って新株予約権者に再編対象会

　　社の新株予約権が交付される場合を除くものとする。

 ③ その他の条件については、当社と新株予約権者との間で締結する「新株予約権割当契約」に定めるところによ

　　る。

４．組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項

当社が合併（当社が合併により消滅する場合に限る。）、吸収分割若しくは新設分割（それぞれ当社が分割会社と

なる場合に限る。）、株式交換若しくは株式移転（それぞれ当社が完全子会社となる場合に限る。）（以上を総称

して以下「組織再編行為」という。）をする場合において、組織再編行為の効力発生日（吸収合併につき吸収合併

がその効力を生ずる日、新設合併につき新設合併設立株式会社設立の日、吸収分割につき吸収分割がその効力を生

じる日、新設分割につき新設分割設立株式会社設立の日、株式交換につき株式交換がその効力を生じる日、及び株

式移転につき株式移転設立完全親会社の設立の日をいう。以下同じ。）の直前において残存する新株予約権（以

下、「残存新株予約権」という。）を保有する新株予約権者に対し、それぞれの場合につき、会社法第236条第１

項第８号のイからホまでに掲げる株式会社（以下「再編対象会社」という。）の新株予約権をそれぞれ交付するこ

ととする。ただし、以下の各号に沿って再編対象会社の新株予約権を交付する旨を、吸収合併契約、新設合併契

約、吸収分割契約、新設分割契約、株式交換契約又は株式移転計画において定めることを条件とする。

 ① 交付する再編対象会社の新株予約権の数

　　新株予約権者が保有する残存新株予約権の数と同一の数をそれぞれ交付するものとする。

 ② 新株予約権の目的である再編対象会社の株式の種類

　　再編対象会社の普通株式とする。

 ③ 新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数

　　組織再編行為の条件等を勘案のうえ、目的である株式数につき合理的な調整がなされた数とする。

　　ただし、調整により生じる１株未満の端数は切り捨てる。

 ④ 新株予約権の行使に際して出資される財産の価額

　　交付される各新株予約権の行使に際して出資される財産の価額は、以下に定める再編後行使価額に上記③に従

　　って決定される当該各新株予約権の目的である再編対象会社の株式を乗じて得られる金額とする。再編後行使

　　価額は、交付される各新株予約権を行使することにより交付を受けることができる再編対象会社の株式１株当

　　たり１円とする。

 ⑤ 新株予約権を行使することができる期間

　　上記に定める新株予約権の行使期間の行使開始日と組織再編行為の効力発生日のうちいずれか遅い日から、上

　　記に定める新株予約権の行使期間に定める新株予約権を行使することができる期間の満了日までとする。

 ⑥ 新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金及び資本準備金に関する事項

　イ．新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金の額は、会社計算規則第17条第１項に

　　従い算出される資本金等増加限度額の２分の１の金額とし、計算の結果１円未満の端数が生じる場合は、これ

　　を切り上げるものとする。

　ロ．新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金及び資本準備金の額は、上記イ記載の

　　資本金等増加限度額から上記イに定める増加する資本金の額を減じた額とする。

 ⑦ 譲渡による新株予約権の取得制限

　　譲渡による新株予約権の取得については、再編対象会社の取締役会の決議による承認を要するものとする。

 ⑧ 新株予約権の行使の条件

　　上記３に準じて決定する。

 ⑨ 新株予約権の取得条項

　　当社は、以下のイ、ロ、ハ、ニ又はホの議案につき当社株主総会で承認された場合（株主総会決議が不要の

　　場合は、当社取締役会決議または、会社法第416条第４項の規定に従い委任された執行役の決定がなされた場

　　合）は、当社取締役会が別途定める日に、新株予約権を無償で取得することができる。

　イ．当社が消滅会社となる合併契約承認の議案

　ロ．当社が分割会社となる分割契約又は分割計画承認の議案

　ハ．当社が完全子会社となる株式交換契約又は株式移転計画承認の議案

　ニ．当社が発行する全部の株式の内容として譲渡による当該株式の取得について当社の承認を要することについ

　　　ての定めを設ける定款の変更承認の議案

　ホ．新株予約権の目的である種類の株式の内容として譲渡による当該種類の株式の取得について当社の承認を

　　　要すること又は当該種類の株式について当社が株主総会の決議によってその全部を取得することについての

　　　定めを設ける定款の変更承認の議案
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②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

2023年７月１日～

2023年９月30日
－ 22,272,000 － 5,362 － 5,342

 

（５）【大株主の状況】

  2023年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自
己株式を除
く。）の総数に
対する所有株式
数の割合（％）

有限会社アオキエージェンシー 長野県埴科郡坂城町大字南条6037 1,889 9.82

日本マスタートラスト信託銀行株式会社

（信託口）
東京都港区浜松町2-11-3 1,690 8.79

NOMURA PB NOMINEES TK1 LIMITED

（常任代理人　野村證券株式会社）

１　ANGEL LANE,LONDON,EC４R ３

AB,UNITED KINGDOM

（東京都中央区日本橋１-13-１）

1,585 8.24

日精樹脂工業取引先持株会 長野県埴科郡坂城町大字南条2110 1,527 7.94

株式会社八十二銀行 長野県長野市大字中御所字岡田178-８ 966 5.02

依田　穂積 長野県上田市 647 3.37

前田　陽太 大阪府大阪市住吉区 410 2.13

株式会社日本カストディ銀行(信託口） 東京都中央区晴海1-8-12 395 2.05

三菱UFJ信託銀行株式会社 東京都千代田区丸の内１-４-５ 346 1.80

株式会社長野銀行 長野県松本市渚2-9-38 343 1.79

計 － 9,800 50.95

　　(注）タワー投資顧問株式会社から、2023年９月１日付で提出された2023年８月29日現在の所有株式に対する大量保

有報告書の変更報告書が提出されておりますが、2023年９月30日現在における実質所有株式数の確認ができませ

んので、上記大株主の状況には含めておりません。

　　　　　なお、その変更報告書の内容は次のとおりであります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　大量保有者　　タワー投資顧問株式会社

　　　　　　　　　　　　　　　　　住所　　東京都港区芝大門１丁目２番18号　野依ビル２階

　　　　　　　　　　　　　　　　　保有株券等の数　　株式　1,585,500株

　　　　　　　　　　　　　　　　　発行済株式総数に対する株券等保有割合　　7.12％
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2023年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 3,037,900

完全議決権株式（その他） 普通株式 19,229,100 192,291 －

単元未満株式 普通株式 5,000 － －

発行済株式総数  22,272,000 － －

総株主の議決権  － 192,291 －

（注）１　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が2,000株（議決権20個）

含まれております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式55株が含まれております。

 

 

②【自己株式等】

    2023年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数の
割合（％）

日精樹脂工業株式会社
長野県埴科郡坂城町

大字南条2110番地
3,037,900 - 3,037,900 13.64

計 － 3,037,900 - 3,037,900 13.64

（注）　株主名簿上の自己名義株式数は、実質的に当社が所有しております。

 

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2023年７月１日から2023

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、かなで監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

  (単位：百万円)

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 11,301 9,383

受取手形、売掛金及び契約資産 8,015 ※１ 5,983

電子記録債権 606 849

商品及び製品 13,070 17,480

仕掛品 6,415 7,802

原材料及び貯蔵品 13,717 13,807

未収入金 3,438 2,112

その他 1,783 3,032

貸倒引当金 △406 △288

流動資産合計 57,941 60,164

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 6,409 6,611

機械装置及び運搬具（純額） 1,543 1,695

土地 4,774 4,848

その他 1,608 2,486

有形固定資産合計 14,336 15,642

無形固定資産 524 472

投資その他の資産   

投資有価証券 2,223 2,289

その他 2,621 2,956

貸倒引当金 △1 △1

投資その他の資産合計 4,842 5,244

固定資産合計 19,703 21,358

資産合計 77,645 81,523

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 13,386 ※１ 11,177

短期借入金 4,503 11,098

１年内返済予定の長期借入金 2,254 2,176

未払法人税等 417 11

引当金 338 322

その他 5,329 4,474

流動負債合計 26,229 29,259

固定負債   

長期借入金 8,325 7,310

退職給付に係る負債 2,979 2,952

その他 446 495

固定負債合計 11,752 10,757

負債合計 37,981 40,017

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,362 5,362

資本剰余金 5,295 5,307

利益剰余金 27,097 27,370

自己株式 △1,539 △1,823

株主資本合計 36,215 36,216

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 908 955

繰延ヘッジ損益 △0 －

為替換算調整勘定 2,199 3,989

退職給付に係る調整累計額 16 12

その他の包括利益累計額合計 3,123 4,957

新株予約権 322 330

非支配株主持分 1 1

純資産合計 39,663 41,505

負債純資産合計 77,645 81,523
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  (単位：百万円)

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

売上高 24,977 22,580

売上原価 16,847 15,316

売上総利益 8,129 7,263

販売費及び一般管理費 ※１ 6,527 ※１ 6,490

営業利益 1,601 773

営業外収益   

受取利息 13 2

受取配当金 70 109

デリバティブ評価益 84 －

その他 132 118

営業外収益合計 299 230

営業外費用   

支払利息 58 80

為替差損 115 103

その他 19 18

営業外費用合計 194 202

経常利益 1,707 800

特別利益   

負ののれん発生益 － 152

特別利益合計 － 152

税金等調整前四半期純利益 1,707 953

法人税等 457 388

四半期純利益 1,249 565

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △9 －

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,259 565
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  (単位：百万円)

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

四半期純利益 1,249 565

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △17 46

繰延ヘッジ損益 3 0

為替換算調整勘定 2,282 1,790

退職給付に係る調整額 △2 △3

その他の包括利益合計 2,265 1,833

四半期包括利益 3,515 2,398

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 3,512 2,398

非支配株主に係る四半期包括利益 2 －
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  (単位：百万円)

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,707 953

減価償却費 773 698

負ののれん発生益 － △152

貸倒引当金の増減額（△は減少） △11 △147

賞与引当金の増減額（△は減少） 29 19

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △122 △51

受取利息及び受取配当金 △83 △111

支払利息 46 80

売上債権の増減額（△は増加） 726 880

棚卸資産の増減額（△は増加） △4,033 △3,971

未収消費税等の増減額（△は増加） 663 1,230

仕入債務の増減額（△は減少） △1,721 △2,908

その他 △344 △829

小計 △2,370 △4,312

利息及び配当金の受取額 83 114

利息の支払額 △53 △131

法人税等の支払額 △926 △692

営業活動によるキャッシュ・フロー △3,267 △5,021

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の払戻による収入 189 －

有形固定資産の取得による支出 △1,096 △1,384

無形固定資産の取得による支出 △125 △163

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

収入
－ 58

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,032 △1,489

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,546 6,334

長期借入れによる収入 2,036 1

長期借入金の返済による支出 △1,055 △1,352

配当金の支払額 △292 △292

自己株式の取得による支出 － △304

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △51 △62

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,184 4,323

現金及び現金同等物に係る換算差額 544 269

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,571 △1,918

現金及び現金同等物の期首残高 10,601 11,301

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１ 9,030 ※１ 9,383
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

（連結の範囲の重要な変更）

　第１四半期連結会計期間より、当社が太倉滝田金属製品有限公司の持分を譲受したことにより、連結の範囲

に含めております。

 

（会計方針の変更）

該当事項はありません。

 

（追加情報）

該当事項はありません。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※１　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

　なお、当第２四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期

手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 

 前連結会計年度 当第２四半期連結会計期間

 （2023年３月31日） （2023年９月30日）

受取手形 －百万円 12百万円

支払手形 －　〃 246　〃

 

（四半期連結損益計算書関係）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
　　至　2022年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日
　　至　2023年９月30日）

給与諸手当 2,294百万円 2,303百万円

賞与引当金繰入額 76　〃 68　〃

退職給付費用 103　〃 82　〃

製品保証引当金繰入額 16　〃 4　〃

貸倒引当金繰入額 23　〃 7　〃

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、

下記のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日
至　2023年９月30日）

現金及び預金 9,030百万円 9,383百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 －　〃 －　〃

現金及び現金同等物 9,030百万円 9,383百万円
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（株主資本等関係）

前第２四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年６月24日

定時株主総会
普通株式 292 15.00 2022年３月31日 2022年６月27日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の

末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年11月11日

取締役会
普通株式 390 20.00 2022年９月30日 2022年12月２日 利益剰余金

 

当第２四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年９月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年６月23日

定時株主総会
普通株式 292 15.00 2023年３月31日 2023年６月26日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の

末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年11月10日

取締役会
普通株式 288 15.00 2023年９月30日 2023年12月４日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

   （単位：百万円）

 報告セグメント
合計

 日本 欧米地域 アジア地域

売上高     

外部顧客への売上高 7,711 12,071 5,194 24,977

セグメント間の内部売上高

又は振替高
9,810 60 4,455 14,326

計 17,522 12,131 9,650 39,304

セグメント利益 1,734 375 70 2,180

 

２．報告セグメントの利益の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）
 

利益 金額

報告セグメント計 2,180

セグメント間取引消去 △578

四半期連結損益計算書の営業利益 1,601

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

   （単位：百万円）

 報告セグメント
合計

 日本 欧米地域 アジア地域

売上高     

外部顧客への売上高 7,540 10,311 4,727 22,580

セグメント間の内部売上高

又は振替高
7,833 156 7,514 15,504

計 15,374 10,468 12,242 38,085

セグメント利益 410 48 168 627

 

２．報告セグメントの利益の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）
 

利益 金額

報告セグメント計 627

セグメント間取引消去 145

四半期連結損益計算書の営業利益 773

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　「アジア地域」セグメントにおいて152百万円の負ののれん発生益を特別利益に計上しております。こ

れは太倉滝田金属製品有限公司の持分を譲受し、連結の範囲に含めたことによるものであります。

 

４．報告セグメントの変更等に関する事項

　　該当事項はありません。
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（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 

　　前第２四半期連結累計期間（自 2022年４月１日 至 2022年９月30日）

（単位：百万円）

 
報告セグメント

合計
日本 欧米地域 アジア地域

主要な製品又はサービスのライン     

　射出成形機 4,971 9,812 4,514 19,298

　部品 1,372 1,886 600 3,858

　その他 1,368 371 80 1,820

合計 7,711 12,071 5,194 24,977

（注) 「その他」は周辺機器、金型等が含まれております。

 

　　当第２四半期連結累計期間（自 2023年４月１日 至 2023年９月30日）

（単位：百万円）

 
報告セグメント

合計
日本 欧米地域 アジア地域

主要な製品又はサービスのライン     

　射出成形機 4,456 7,801 4,007 16,265

　部品 1,394 2,020 663 4,078

　その他 1,689 490 56 2,236

合計 7,540 10,311 4,727 22,580

（注) 「その他」は周辺機器、金型等が含まれております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の

基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日
至　2023年９月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 64円56銭 29円19銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（百万円）
1,259 565

普通株主に帰属しない金額（百万円） － -

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益金額（百万円）
1,259 565

普通株式の期中平均株式数（株） 19,503,295 19,373,812

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 63円18銭 28円53銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額

（百万円）
－ -

普通株式増加数（株） 424,080 453,442

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株

当たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在

株式で、前連結会計年度末から重要な変動があった

ものの概要

 

－

 

－

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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２【その他】

　第68期（2023年４月１日から2024年３月31日まで）中間配当について、2023年11月10日開催の取締役会において、

2023年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

①　配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　　　288百万円

②　１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　15円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　　2023年12月４日
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2023年11月10日

日精樹脂工業株式会社

取締役会　御中

 

かなで監査法人

東京都中央区

 

 
指　定　社　員
業務執行社員

 公認会計士 杉田　　昌則

 

 
指　定　社　員
業務執行社員

 公認会計士 若月　　健

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日精樹脂工業株式

会社の2023年４月１日から2024年３月３１日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2023年７月１日から2023年

９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計

算書及び注記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日精樹脂工業株式会社及び連結子会社の2023年９月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

その他の事項

　会社の2023年３月31日をもって終了した前連結会計年度の第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間に係る

四半期連結財務諸表並びに前連結会計年度の連結財務諸表は、それぞれ、前任監査人によって四半期レビュー及び監査が

実施されている。前任監査人は、当該四半期連結財務諸表に対して2022年11月11日付けで無限定の結論を表明しており、

また、当該連結財務諸表に対して2023年６月23日付けで無限定適正意見を表明している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー手

続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年

度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
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・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認めら

れると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結

論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四半期連

結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない

場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、四

半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続でき

なくなる可能性がある。

・四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基

準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務諸表

の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事

項が認められないかどうかを評価する。

・四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査人

は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査人の

結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見事

項について報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻

害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

 

(注) １．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社(四半期報告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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